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昨年 12 月号の編集後記には直前
にフィリピンを直撃した台風のすご
さのことを書きましたが，今回はマ
グニチュード 9が引き起こす地震と
津波のことを書かせていただきま
す。犠牲になられた方々には心から
お悔やみ申し上げますとともに，被
災された皆様の生活再建と地域の一
日も早い復興を願っております。
台風もそうですが，我々はプレー
トの境界線上にある国に生活してい
ながら，大規模な津波はチリやイン
ドネシアのことで，まさに対岸の火
事のように思っていなかったでしょ
うか。私自身自分で勝手に境界線を
引いて想定外にしてしまうバカの壁
になっていたと今更ながら反省して
います。メルトダウンや放射能汚染
水の垂れ流しも日本は起こさないと
決め込んでいたために未だに受け入
れがたい気持ちですが，我々は今，
この起こって（起こして）しまった
現実を素直に認めることから始める
必要があります。これから一連の安
全基準や設計基準の見直しが始まる
と思いますが，今までの設備はここ
までしかもたない，この機械はここ
までしかできないという本音を言う

勇気が，まず求められているのでは
ないでしょうか。絶対安心・安全な
ものは作れないということを自覚す
れば，それに近づく努力を今後も続
けられます。
さて，今月号は維持管理，長寿命
化，リニューアルで構成しました。
巻頭言は東洋大の福手先生にお願い
しました。激甚災害があっても社会
資本の維持管理の重要性は変わらな
いことを示していただきました。特
集では既設の導水路トンネルを活か
しての延命対策や，仮設工事が大変
な山間部でのダム用ゲートの整備工
事，結局はゲートをコンクリート
に埋設されている部分以外，全て更
新した工事などを紹介しました。ま
た耐震性能や長寿命に優れた鋳鉄管
や，鉄筋コンクリート構造物に金属
溶射する防食工法，様々な点検，検
査技術についても紹介しました。「21
世紀は管理の時代」と言われて久し
いですが，「社会資本のアセットマ
ネジメント」（福手先生）も踏まえ，
適切な維持管理をこれからも続けて
いくことが求められます。これらの
報文が少しでも参考になれば幸いで
す。お忙しい中，快く執筆依頼を引
き受け，寄稿していただいた皆様に
この場を借りて厚く御礼申し上げま
す。� （安川・松本）

7 月号「建設施工の安全特集」予告
・「足場からの墜落防止措置の効果検証・評価検討会」報告等
・労働災害防止の観点から視る建設施工における安全対策
・墜落災害防止のための仮設構造物
・巨勢山トンネルでの掘削作業における安全対策
・九州新幹線　俵坂トンネル（西）での安全対策
・北陸新幹線神通川橋梁での橋梁施工における安全対策
・深層混合処理船「ポコム 12 号」における安全対策
・労働安全衛生マネジメントシステム　─労働災害・公衆災害の根絶を目指して─
・安全建設気象モバイルKIYOMASAの活用
・移動式クレーンの施工時安全対策
・除雪機械の除雪での安全対策
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